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「地域医療介護構想」
を目指して

視 点 № 2954　2025 年 2月 11 日
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日本在宅療養支援病院連絡協議会が
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ジュネーヴからの便り⑱
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 �   47

雇用・労働の動き �   49
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昨
年
末
、
厚
労
省
の
検
討
会
で
新
た

な
地
域
医
療
構
想
（
新
構
想
）
に
関
す

る
と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
た
。
２
０
４

０
年
ま
で
複
合
的
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
85

歳
以
上
の
者
が
増
加
す
る
の
で
、
高
齢

者
救
急
と
あ
わ
せ
、
医
療
介
護
連
携
や

在
宅
医
療
・
介
護
が
重
要
と
の
認
識
の

下
、
介
護
保
険
で
は
既
に
40
年
か
ら
の

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
計
画
策
定
さ
れ
て

お
り
、
医
療
側
も
よ
う
や
く
追
い
つ
い

た
感
が
あ
る
。

　

新
構
想
で
は
、
在
宅
医
療
、
介
護
連

携
等
は
、
市
町
村
等
よ
り
狭
い
区
域
を

設
定
し
、
介
護
関
係
者
や
市
町
村
も
参

加
し
た
協
議
を
実
施
す
る
と
い
う
が
、

そ
も
そ
も
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進

事
業
は
、
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業

だ
。
ま
た
、
在
宅
医
療
、
介
護
施
設
、

療
養
病
床
の
一
部
は
患
者
像
が
重
複
す

る
の
で
、
こ
れ
ら
や
高
齢
者
住
ま
い
等

も
あ
わ
せ
た
構
築
が
重
要
だ
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
新
構
想
の
考
え
を
介
護
保

険
計
画
に
も
反
映
さ
せ
、
整
合
性
を
確

保
す
る
に
は
、
上
位
の
医
療
介
護
総
合

確
保
法
の
総
合
確
保
方
針
に
位
置
付
け
、

統
一
的
な
方
針
の
下
に
計
画
策
定
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
医
療
計
画
の
基
準
病
床
数

で
必
要
病
床
数
を
勘
案
す
る
と
い
う
が
、

精
神
、
感
染
症
、
結
核
、
一
般
・
療
養

と
区
分
が
明
確
な
病
床
を
厳
格
に
規
制

す
る
基
準
病
床
数
と
、
一
般
・
療
養
の

中
で
区
分
が
相
対
的
な
病
床
機
能
を
地

域
の
協
議
で
収
れ
ん
さ
せ
る
必
要
病
床

数
の
違
い
を
ど
う
す
る
の
か
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
明
確
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

医
療
計
画
と
違
い
、
介
護
保
険
計
画

は
保
険
料
算
定
の
前
提
で
26
年
内
に
は

サ
ー
ビ
ス
見
込
量
は
大
方
固
ま
る
。
新

構
想
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
１
年
、
策
定

に
ま
た
１
年
か
け
て
い
て
、
27
年
度
か

ら
の
第
10
期
介
護
保
険
計
画
に
間
に
合

う
の
か
。「
地
域
医
療
介
護
構
想
」
の

策
定
の
た
め
に
は
、
国
は
地
域
の
協
議

に
こ
そ
時
間
を
譲
る
べ
き
だ
ろ
う
。


